
研究成果の活用促進について（経過報告） 資料４

○研究成果に加えて、開発技術の採用に必要な道路管理者目線の情報（メリット・デメリット含む）を
現場に提供することにより、現場と技術のマッチングを促進

①開発技術の採用に必要な情報の提供

新
た現場に提供することにより、現場と技術のマッチングを促進

（例）既存の技術よりはコスト面で高いが、それ以上に施工性や品質面で優位な技術

②現場ニーズの把握

た
な
取
り
組

○活用に適した状況を提示し、地方整備局等を通じて適用可能な現場を確認
（例）交通規制時間が長くとれない現場で活用可能な補修技術

み

新道路技術会議

①広く公募
②一定水準に達し
ているか評価

③現場と技術の
マッチング

現場と開発技術をつなぐ
新たな取り組み

研究開発ステージ
（研究・実証）

現場適用ステージ
（フィールドの提供・試行・検証・改良）

例）
材料、工法等の有用性
調査 解析等の精度向上

＜研究開発成果から得られる情報＞ ＜現場での試行等の判断に必要な情報＞

例）
従来の材料・工法等に比べ下記の点でどうか？

適用箇所 場所の条件調査・解析等の精度向上
実用化のための材料供給体制
（例「材料のプレミクス化」）
施工性（例「既存マニュアルで対応可」）、等

適用箇所、場所の条件

材料費、施工費、ＬＣＣ、通行止等による社会
的費用、作業効率性等の総合的なコスト
安全性（施工、供用）、耐久性、使い勝手、等



超高強度ひずみ硬化型モルタル（UHP-SHCC）を用いた表面保護工
（壁高欄補修による試験施工の経過報告）

（国土交通省道路局H22年度優秀技術研究開発賞受賞）
■UHP-SHCCは、セメント、シリカフューム、ケイ砂、高強度ポリエチレン繊維が主材料のプレミックスタイプのモルタルの
１種で高強度、高靭性高耐久を生かし、塩害、中性化やASR等に対するコンクリート構造物の表面被覆及び断面修復工
法 加え ク 床版 増厚 法 耐震補強等補修補強 適 た材料 ある

１．UHP-SHCCの特長と試験施工

法に加え、コンクリート床版の増厚工法、耐震補強等補修補強に適した材料である。
■約40年経過した橋梁壁後欄で中性化による剥離・鉄筋露出が確認されたため、国道２３号の名古屋市緑区大高町地
内において、断面修復+表面保護工を比較検討する試験施工を実施した。

2 試験施工の実施場所等

・国道２３号大高避溢橋OFF上り 壁高欄
（愛知県名古屋市緑区大高町）(1975年竣工）

2-1．実施箇所および時期 2-2．壁高欄損傷状況

2．試験施工の実施場所等

・H24橋梁点検における現地踏査にて壁高欄（防護柵）損傷の
C相当箇所（速やかに補修の必要のある損傷）と把握

(
・平成２４年１０月１６日～１１月９日

C相当箇所（速やかに補修の必要のある損傷）と把握
・かぶり不足のコンクリートが中性化により剥離・鉄筋露出
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施工後の追跡調査（外観調査）施工後の追跡調査（外観調査）

■施工3ヶ月後の劣化状況：表面上のひびわれの発生なし。表面被覆のはがれ・浮き等の異常なし。■施工3ヶ月後の劣化状況：表面上のひびわれの発生なし。表面被覆のはがれ 浮き等の異常なし。


